
財務概況

財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

2023年度におけるアルバックグループの経営成績は、売上高は2,611億15百万円（前年同期比14.8％増）となりま
した。半導体及び電子部品製造装置において、先端ロジック・メモリ向けの投資が回復傾向にあることや、日本・中
国のパワーデバイス投資活発化、ディスプレイ・エネルギー関連製造装置に含まれる産業用電池業界において、EV
バッテリーの小型大容量化・安全性向上に向けた量産投資が本格化しはじめたことが主な要因となります。
営業利益率は11.4％（前年同期比2.6ポイント増）となり前年同期から改善しました。これは売上高の増加に加え、

利益率の高い半導体及び電子部品製造装置の売上高が伸びたことが主な要因となります。
なお、研究開発費の総額は133億13百万円となり、前年同期から4億52百万円減少しました。研究開発費の売上

高に対する比率は前年同期から1.0ポイント減少し5.1％となりました。研究開発力強化は、中期経営計画における主
な取り組みのひとつであり、将来の成長に向けた投資を引き続き強化しております。
経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等については、アルバックグループ

は2024年6月期を初年度とする３年間の中期経営計画を策定して開示しましたが、この中期経営計画において、「真空
技術による社会的価値創造」及び「利益・資本効率重視の経営」の2つの基本方針を掲げております。この方針のもと、
売上高、売上総利益率、営業利益率、営業キャッシュ・フロー、ROE（自己資本利益率）を中期経営計画上の財務モデ
ルにおける指標としております。
中期経営計画３年目の数値目標については、売上高3,000億円、売上総利益率35％、営業利益率16％、3年間累計

の営業キャッシュ・フロー630億円、ROE14％としております。この財務モデルの達成に向けて、具体的取り組み
により、中長期の視点で成長を目指してまいります。

財務状況

文中の将来に関する事項は、2024年9月27日現在においてULVACが判断したものです。

セグメントごとの経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容は次の通りです。

■ 真空機器事業
売上高は、前年同期比14.9％増の2,123億14百万円となりました。先端ロジック・メモリ向けの投資が回復傾向に

あることや、日本・中国のパワーデバイス投資活発化、ディスプレイ・エネルギー関連製造装置に含まれる産業用電
池業界において、EVバッテリーの小型大容量化・安全性向上に向けた量産投資が本格化しはじめたことが主な要因と
なります。セグメント利益率については、当連結会計年度は12.3％と、前年同期の9.0％から改善しました。これは売
上高の増加に加え、利益率の高い半導体及び電子部品製造装置の売上高が伸びたことが主な要因となります。

■ 真空応用事業
売上高は、前年同期比14.1％増の488億1百万円となりました。FPD関連の顧客工場の稼働率回復等や、高精細・高機

能ディスプレイ向けマスクブランクス関連等の売上高が好調に推移したことにより、当セグメントの売上高が増加しま
した。セグメント利益率については、当連結会計年度は7.3％と、前年同期の7.8％から悪化しました。これは、相対的
に利益率の低い製品の売上高増加が主な要因であります。

　2023年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ351億79百万円増加し、3,886億53百万円となりました。こ
れは、現金及び預金が20億65百万円減少した一方で、受取手形、売掛金及び契約資産が197億23百万円、棚卸資産
が75億37百万円、有形固定資産が101億57百万円それぞれ増加したことなどによります。負債合計は、前連結会計
年度末に比べ123億６百万円増加し、1,609億26百万円となりました。これは、契約負債が39億39百万円、長期借入
金が37億14百万円、賞与引当金が18億81百万円それぞれ増加したことなどによります。純資産合計は、前連結会計
年度末に比べ228億73百万円増加し、2,277億27百万円となりました。これは、親会社株主に帰属する当期純利益の
計上を主な要因として利益剰余金が148億54百万円、為替換算調整勘定が59億76百万円それぞれ増加したことなど
によります。この結果、自己資本比率は56.7％となりました。今後もキャッシュ・フローマネジメントの強化等により、
財務基盤のさらなる強化を目指してまいります。

キャッシュ・フロ－の状況

　2023年度末における現金及び現金同等物の残高は、円安による為替影響を加算した結果、前連結会計年度末に比べ
27億76百万円減少し、845億41百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りです。

営業活動によるキャッシュ・フロー

　運転資金が増加する一方で、税金等調整前当期純利益、減価償却費等を計上したこと等により、171億62百万円の
収入となりました。中期経営計画において2026年６月期までの目標として掲げている営業キャッシュ・フロー630億
円（３年間累計）の実現に向けて、引き続きキャッシュ・フローマネジメントの一層の強化に努めてまいります。

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形及び無形固定資産の取得による支出などにより、195億24百万円の支出となりました。その結果、フリー・キ
ャッシュ・フローは23億62百万円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フロー

　業績連動配当性向に基づいた配当金の支払などに充当し、27億84百万円の支出となりました。アルバックは株主の
皆様への利益配分を最重要政策の一つと位置付け、さらなる成長により長期的な配当増額を目指しております。この
一環として、2024年６月期より業績連動配当性向を引き上げ、35％以上を目途として実施する方針としております。

資本の財源及び資金の流動性について

　当社グループの主な資金需要は、新たな成長戦略の足がかりとなる研究開発投資や設備投資、事業により生じる運
転資金に基づくもので、とりわけ成長事業として強化を図っていく半導体や電子分野の開発投資を拡大する予定です。
これらの資金需要につきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー及び金融機関からの借入金などにより対応し、
資金調達にあたっては、リファイナンスリスクの低減や返済負担の軽減を図るために、年度別の返済額の平準化に努
めております。
　また、欧米における高い金利水準の継続や中国における景気減速懸念に伴う海外景気の下振れリスクが意識される
中、十分な手元流動性資金を確保するとともに、コミットメントラインを設定し追加資金を確保できる体制を整えて
おり、当面安定的な経営が可能な状態にあります。事業環境の急激な変化にも対応できるよう、引き続き、適時に必
要資金を確保できる体制を維持してまいります。
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ULVACのDNA ULVACとは 読者の皆様に
伝えたいこと ULVACが目指すもの 目指す姿を
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